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72．産婦人科領域における

　　Triosorbの試用経験

　藤森速水，山田文夫

　森村正孝，米川和作
（大阪市立大学・産婦人科）

　Hamolskyは1955年1311標識triiodothyronineをin

vitroで⊥rl1液に混ずれば赤げ‖球にも結合されることを知

り，かっこれを規定する囚子は赤1「IL球ではなく血漿中に

あることを認め，これを以て川状腺機能をあらわしうる

と発表した．1950　rl・i　Mitchellらは，　Abbott　Laboratories

で開発されたTriosorb　resin　spongeを赤ICrt球の代りに

用いて前法の欠点を除去し，いわゆるTriosorb　testを

樹立した．本法は生体にRIを投与しないこと．短時間

で比較的簡単に結果を知りうるなどの利点を有する．

　われわれの成績では妊娠では80％がhypothyroid（R

SU平均21％）を示し、切迫流産例では75％がeuthyroid

（RSU平均30％）を示した．また器質的変化の認められ

ない不妊婦人にしてBBT曲線の2相性を示すものに本

法を行なってその多くがeuthyroidを示すことを認め

た．

73．　RSU（Resin　Sponge

　　Uptake）法における

　　　標準値について

倉田邦夫，○分林孝夫
（ダイナボットRI研究所）

　甲状腺機能の診断をin　vitroで行なう．いわゆるttト

リオソルブ”RSU法は甲状腺疾患の診断，治療状態を

評価する方法として，現在広く利用されてきている．

　われわれは，本法をさらに進歩，改良させるため，従

来の方法〔1じ常法〕と，その変法〔逆添加法〕について

検討し，2～3の知見をえたので報告する．

　逆添加法は，正常法がT3液と，　lll疏を混ぜたのちにレ

ジンを加えるのと異なり，まず試験管にT3液をO．9〃zlと

り，レジンを加え，フランジャーで押して，T3液をレジ

ンに吸着させ10分間放置したのち，1∬［清1．Omlを加え

incubateし，常法により処川し，摂取率を求める．　jJ［」法

の実験誤差および，日本人人血清における温度，時間補

正について検討した．

　温度補d三直線は，両法ともによく直線性か認められ，

正常法においては，25°C附近で1°C当り1％と，アメ

リカ人人血清による補正値とよく一一致し，逆添力ll法にお

いても同様の傾向を示した．

　時間補正曲線は，IE常法においては，60分附近におい

て30分につき5％と，これもアメリカ人人血清による補正

値とほとんど差を認めなかった．逆添加法においては，

15分後には，ほぼ一一定値に達し，90分後においてもほと

んど変わらず，15分以後においては時間補正の必要がな

い，このことは，逆添加法において，実験所要時間が著

しく短縮できることを示している．

　両法を並行して，16検体，25°C，1時間，incubateし

た結果はよく相関関係が成立していた．

　今後，実験をτねて，ルーチンに利川できるよう，逆

添加法について検討する考えである．

74．　甲状腺疾患の予後判定に

　おける甲状腺抑制試験の

　　　　　臨床的価値

塩田憲三，○蔵田典光，鳥辺博正

大楠隆昭，上谷総子，田中ユリ
　　（大阪市立大学・塩川内科）

　中毒性甲状腺腫患イ34例，非中毒性甲状腺腫思者29例

につきtriiodothyronine抑制試験実施後の経過を観察

した．患者の年令は中毒性は20才代，非中古性は10才代

がおのおのの1／3を占めた．過半数が2～3年日観察され

た．Tlの毎El　50／tg　5［間ないし75μ97～14日間投与ll6

後の24時間1311甲状腺摂取率を測定し，前値の74％以下

へのf氏下の有無で抑制群と非抑制群に分かち検討した．

　中劇生甲状腺腫思者では9例が抑制群に入り，うち8

例が眼球突出を有し，さらに3例は50％以下に抑制され

た．

抑制例のうち5例は抗甲状腺剤治療の病歴を有した．最

終の甲状腺の機能状態は抑制，非抑制の両群に者：明な差

はなかった．T，試験後抗甲状腺剤治療をうけなかった

29例ll1最終時euthyroidとなった19例で緩解に要した

ユ311の平均投与はは抑制群6．lmc，非抑制群4．　Omcであ

った．しかし摂取率がT3にて68％より15％に抑制され

た1例はMethimazole　30mg　2週固の投与でll1毒症1犬は

消失した．非中毒性甲状腺腫患者で1311摂取率の降ドの

悪い8例力認められ，うち1例は眼突を有した・高い摂

取率を有した抑制例8例の甲状腺腫はT3治療で全例縮

小し，また非抑制例でも甲状腺剤治療をつづけると甲状

腺腫が縮小する例も認められた．他方抑制例，非抑制例
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ともにn然に縮小する川状腺腫がとくに10才代の患者に

多く認められた．また観元≦期間中に甲状腺機能冗進症に

移行した例はなく，新鮮な眼突を有した1例もT3を長

期継続投弓し「「1状）j／li腫は縮」、し21「後の現在なおeuthy－

roidである．

　　以上のごとく，T，抑制試験はある限られた場合にのみ

予後判定！1価値があり，川状腺腫の中訂‡性，非中毒性の

鑑別には1臨床症状が優先することが示され，非叩毒性の

場合摂取率の抑制の有’無にかかわらず甲状腺治療が成功

することがあり，また巾毒性甲状』泉腫においても時には

甲状腺剤で影響をうける正常のド．垂体甲椥」泉の関係が存

在することが示された，

75．　AStudy　on　the　Cervical　and

Vaginal　Excretion　of　Radioactive

Iodine（1311）in　Various　Thyroid

　　　　　　　　Function　StatesDe

OSang　Tak　Dow，　M．　D．，　Han　Soo

　　　　　　　　　　　Shin，　M．　D．

（Department　of　Obstetrics　and　Gynecology

　　College　of　Medicine，　Seoul　National

　　　　　　　　　　　　University）

　The　presence　of　sodium　iodide　in　the　cervical　mucus

was　demonstrated　after　the　oral　administration　of　the

agent　to　the　human　and　cow．　It　was　also　found　that

considerable　amount　of回I　was　excreted　in　the　cervical

mUCUS．

　The　presen亡study　was　carried　out　to　demonstrate

the　relationsships　between　the　thyroid　function　and　the

excretion　rate　of　1311　in　the　cervical　and　vaginal　mu－

cus．　Of　85　patients　examined，28　were　euthyroid，49

hyperthyroid　and　8　hypothyrold．

　The　difference　in　1：111　excretion　rate　according　to

the　thyroid　functions　became　apparent　from　2　hours

after　the　oral　administration　of　3り～50ttc　of　13il．　The
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j

difference　reached　its　maximuln　at　6　hours，　and　the

percents　excreted　per　liter　cervical　nユucus　were；75．9％

in　hypothyroid，　45．8タ6　in　euthyroid　and　11．5タ6　in

hyper亡hyroid．　The　vaginal　excretion　of　l311　followed

the　sarne　pattern　although　the　activities　wereユess　than

those　of　cerv］cal　mucus．　The　ratios　of　cervica1，　vagi一

＊誌上発表

1刊犬腺 51

nal　and　serum　tsll　concentrations　were　also　analyzed．

76．　二重標識法による甲状腺

　　　　ホルモン代謝に関する研究

○木村和文，桝井秀雄，熊原雄一・
　　　　　（／人こ旧亘ノく弓フ：・吉日「I」S董斗）

　　　　　　　　　　岩坪治雄

　　　　（大阪府立成人病センター）

　現・在市販されている標識thyroxineはthyroxine分

了の3ノ，5’の位置が1311で標識されたもののみで，3．5位

に標識したものはなく，その結果3．5位のヨウ素の代謝

態度についていまだ十分明らかにされていない．

　　わたくしたちはこの3．5－1311－thyroxineをShiba＆

Chahumann（1961）によるdiiodotyrosineとDIHPPA

（diiodohydroxy　phenylpyruvic　acid）の結合反応によっ

てSA＝250～400μc／mgと比較的高いものの有機・合成に

成功した．これにTaurog（1955）の方法によって標識

した3’，5’－1251－thyroxineを合せて二重標識法によって

thyroxineのヨウ素代謝を追跡せんとした．

　　1251，1311の分離測定はwell－type－scintillation　co－

ullterを用いγ線のenergyの差を利川して行なった．

測定の精度は両・者とも500Gcpm程度のとき1251，　lallそ

れぞれ士1．6％，士1，4％であった．

　　まず基礎的検討としてin　vitroにおける3t，5ノ位およ

び3．5位ヨウ素の安定性につき比較検討’した．

　Tissue　free，　pH8．3，0．06M　saline－tris　bufferに標識

thyroxineを溶し紫外線（東芝殺菌灯GLIOより28cm）

によるIII6ヨウ素をみると3’，5’位，3．5位とも20分で30％，

40分で45％と著明に起こり両者の問にほとんど差がなか

った．　ノ＼1且1～「b：（50タ6），propylene　glycoho1（50％）　によ

ってこの紫外線による脱ヨウ素はほとんど完全に抑制さ

れた．5×10－．3Mのthiouracilも著明な抑制を示した．

これらの抑制効果にも3ノ，5’位，3．5位の聞に有意差を認

めなかった．

　　次にが紙附君後の脱ヨウ素をみたが，暗室乾燥にては

80分までほとんど無機ヨウ素の増加はみられなかった

が，紫外線により著明な脱ヨウ素がみられた．その値は

20分後には40％前後，80分後には55～60％であり，315’位

3．5位ヨウ素の間に有意差をみなかった．人1f］［清，　pro－

pylene　glycohol，　thiouracilによる脱ヨウ素抑制効果は

溶液の場合とほぼ同様であった．
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